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原蚕人工飼料育における壮蚕期の飼料条件が次代蚕の孵化に及ぼす影響
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1ま え が き

原蚕の全齢人工飼料青によって得られた蚕種は,桑葉育

のそれに比べて浸酸及び冷蔵抵抗性が劣ることが指摘され

ているが,壮蚕期における人工飼料の飼料条件が次代蚕の

孵化に及ぼす影響については北沢らうの報告があるのみで

ある。

今回,人工飼料に添加する桑葉粉末量の多少が次代蚕の

孵化に及ばす影響を明らかにするために, 4齢及び5齢飼

料中の桑葉粉末含量を種々異にして飼育し,得 られた蚕種

の冷蔵浸酸における孵化歩合について検討したので報告す

る。

2 材料及び方法

供試蚕品種は全齢人工飼料育により系統選抜を行った支

138号である。飼育に用いた人工飼料の組成は堀江ら)に準

じたが, 1～ 3齢期間は桑葉粉末の添加量を25%と した飼

料により, 4齢及び5齢用の飼料は添加割合を0,25,50

%及び 0,25,375%の 大々3区分とした。飼料の水分率
は4齢用72%, 5齢用 69%と したが,その他飼育方法や環

境条件は前回の報Pと 同様である。なお一部の試験では
参考のために全齢桑葉育による蚕種を供試した。

材料蚕種は 6時間以内に産卵したものを供試し, 1小区

当たり%蛾の 2連制で調査した。蚕種の人工蛾化は常法に

よる冷蔵浸酸の方法に準じ,産卵後25Cに保護した卵齢 48

±3時間の蚕種を5℃ で40日及び60日間冷蔵した後出庫し,

25Cに 2時間おいてから比重 1100(15℃基準 ),液温 48

Cの塩酸に5分 ,7分及び9分間浸せさした。催青は25C,

75～ 78%RI,16-L 8-Dの 条件下で行い.孵化調
査は初発蟻日(1頭でも孵化した日 )を含めて 3日 日及び

7日 目の孵化卵数を調べ,その累積孵化歩合を求めた。

3 結果及び考察

孵化調査の結果は表 1(冷蔵日数 40日 )及 び表 2(冷蔵

日数60日 )に示した。

先ず,冷蔵日数40日 の孵化では,4齢飼料中の桑葉粉末

表 1 壮蚕期の飼料条件が冷蔵浸酸種の孵化
に及ぼす影響 (冷蔵日数40日 )
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表2 壮蚕期の飼料条件が冷蔵浸酸種の孵化
に及ぼす影響 (冷蔵日数60日 )

注 供試蚕品種 :支 138号 (選抜糸 ), 但し桑葉育し
たものは非選抜糸

含量を 0%と した区 (MO区 と称する,以下同様 )では 5
齢期の飼料に関係なく劣ったが,M25区 あるいはM・ 50
区では比較的良好であった。また5齢用飼料でも同様にM
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0区が劣る傾向がみられ, 4 5齢 を通して特に■ 25→  桑葉粉末含量の多少が次代蚕の期 ヒに大きく関与している
M・ 25区 (桑葉粉末添加量を4齢 25%. 5齢 25%と したの  と考えられた。福田ら)は卵の造成には主として 5齢の初
略 .以下同様 ),M・ 50→ M 25区 あるいはM・ 50→ M。   中期及び4齢期に食べた桑が原料として用いられていると    J
50区 において孵化歩合が高かった。            報告していることからみても,今後,原蚕の壮蚕用人工飼
一方,浸酸時間の違いによる孵化では 7分浸酸が最も安  料組成に関しては特に桑葉粉末添加量について,さ らに検   D
定しており, 9分浸酸では死卵が増加して孵化歩合は低下  討する必要がある。
する事例が多くみられ,特に■・50→ IO区 で顕著であ
った。                                4 す  と  め             ,
次に冷蔵日数60日の孵化では,冷蔵日数40日 とほぼ同様  1 壮蚕用飼料に添加する桑葉粉末含量の多少と次代蚕の
な結果を示したが,4齢飼料はMO区 でも5齢期に桑葉粉  孵化との関係について検討した結果, 4齢又は5齢期に桑
末含量を多くすると孵化が向上する傾向がみられた。また  葉粉末含量を0%と した場合において孵化が劣った。しか    ゛

■ 50→ M・ 0区のように桑葉粉末含量が 4齢期と5齢期  し4齢期を0%と した場合でも5齢期に25%又は375%に
との間で大きく変化した場合や, M25→M875区 のよ  すればある程度,孵化の向上が図られた。
うに4齢期より5齢期の桑葉粉末含量が増加した場合にも  2 桑葉粉末添加量を 4齢期と5齢期との間で大きく変化
孵化歩合の低下する事例があった。             させた場合において孵化が劣る傾向がみられたが,期ヒ機
さらに,こ れら試験区間の有意性を検討するため, 7日   能への影響は 4齢期の飼料条件が大きく現われる場合が多
目孵化歩合を用いて三元配置による分散分析を行った。そ  かった。
の結果 ,冷蔵日数40日の場合は単要因では4齢用飼料なら  3 4齢 及び5齢期を通して飼料中の桑葉粉末含量をある
びに浸酸時間において,交互作用では 4齢用飼料と5齢用  程度多くした場合は;全齢桑葉育蚕種に劣らない高い孵化   `
飼料との間に 1%水準で有意差が認められた。また冷蔵日  歩合が得られた。
数60日の場合は単要因では 4齢用飼料ならびに5齢用飼料

引  用  文  献             ・において,ま た交互作用では4齢用飼料と5齢用飼料との

間に 1%水準で有意差が認められたが,と もに4齢用飼料  1)福 田紀文・亀山多美子・松田基―.食下桑葉と繭繊維
において分散比は最も高かった。               おょび卵との間の生成的関係 蚕試報告 18,157-171    .
以上の結果から,次代蚕の孵化に対する人工飼料の影響   (1963)
は 4齢期の飼料条件が関与するものと思われ,こ とに4齢   2)堀 江保宏 井口民夫・渡辺喜二郎・中曽根正一・柳川
用飼料の桑葉粉末含量を少なくした場合に鼎 ヒが劣る傾向   弘明 家蚕人工飼料の組成と飼料効率.蚕試彙報 96,    .
があった。しかし, 4齢期に桑葉粉末含量を 0%に しても   41-55(1973)
5齢期 25%あ るいは375%に すれば,ある程度の孵化の向  3)Jヒ沢敏男・大槻良樹・神田俊男.人工飼料育した原蚕
上が図られた。一方 ,桑葉粉末含量を4齢期と5齢期との   の卵の浸酸刺激感受性にみられる5齢期の飼料の影彗
間で極端に増減した場合において孵化歩合の低下がみられ   日蚕講要 50,74(1980)
たことは, 4 5齢期の飼料条件が相互に関連 しあいなが  4)新 野孝男・笹原重雄 水沢久成.原蚕人工飼料育にお
ら次代蚕の孵化に影響を及ぼすものと考えられた。また桑   ける5齢期の桑葉粉末添加量および給餌量と消化率,繭
葉粉末含量を多くした場合には,全齢桑葉育よりもむしろ   形質および産卵性との関係.東北農業研究 25, 185-
孵化歩合の高い事例がみられたことから,壮蚕用飼料中の   186(1979).                       。
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